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愛情点検�

このたびは、本機をお買い求めいただき、まことに
ありがとうございます。�
●ご使用の前に、必ずこの「取扱説明書」をよく
お読みいただき、正しく使用してください。�
●この「取扱説明書」は、大切に保管してください。�
●取扱説明書を紛失された場合は、お買い求めの
販売店にご相談ください。�
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長年ご使用の扇風機の点検を�

●モーターがうなるような異常な音はしていませんか？�
●焦げ臭いにおいはしていませんか？�
●モーターが異常に熱くなったりしていませんか？�
●スイッチを入れたら、ちゃんと羽根は回りますか？�
●羽根の回転が遅くなったりしていませんか？�
●羽根はちゃんと回ってますか？異常な振動音を出しながら
回ってませんか？�
●電源コードをふれたり折り曲げたりしたら、動いたり
動かなかったりすることはありませんか？�
●スイッチを入れても、動かない時はありませんか？�

以上のような症状の時は、使用を中止し、故障や�
事故の防止のため必ずお買い求めの販売店に
点検をご相談ください。�

取扱説明書�
（保証書付き）�

30㎝リビング扇風機（マイコン式）�
型式�FS-UD300C

エフ� エス� ユー� シー�ディー�
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警告（WARNING）�

危険（DANGER）�

禁止�

禁止�

確認�

幼児の手の届かない�
ところに保管する�

危険（DANGER）�
警告（WARNING）�
注意（CAUTION）�

安全上のご注意（よく読んで必ずお守りください。）�

●電源は交流１００Ｖ以外で使用しない。�
　１００Ｖ以外の電源を使うと、電気部品が過熱したり、火災・感電の
原因になります。�

●包装用ポリ袋は幼児の手の届かない所に保管する。�
　誤ってかぶったとき窒息し、死亡の原因になります。�

●羽根、ガード、スタンドベースをつけずに、高さ調節ボタンを押したり、
運転しない。�

　けがの原因になります。�
　パイプが飛び出し非常に危険です。�
　モーター軸が回り出し非常に危険です。�

●水につけたり、水などをかけたりしない。�
　また湿気の多い場所では使用しない。�
　水などがかかると、内部に浸水して絶縁劣化による感電・ショートの
原因になります。�

　水などがかかったら、使用を中止して販売店の点検を受けてください。�

●電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、ガタつきのない�
　ように根元まで確実に差し込む。�
　ほこりが付着したり、接続が不完全な場合は感電や火災の原因に
なります。電源プラグにたまったほこりなどは定期的（１箇月に１～２
回）に掃除をしてください。�

●お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただく
ことを説明しています。�
●ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。�

この絵表示は、「禁止」されている
内容です。�

この絵表示は、必ずしていただく
「指示」内容です。�

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う危険、または
火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。�

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡、重傷を負う可能性、または
火災の可能性が想定される内容を示しています。�

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性や物的損害の
発生が想定される内容を示しています。�

●お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。�

●説明文中の「お願い」「お知らせ」事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容が記載されています。�

電源プラグを抜く�

●異常時（こげくさい等）は、運転を停止して電源プラグをコンセントから抜き、お買い求めの
販売店にご相談ください。�

　異常のまま運転を続けると、故障や感電・火災の原因になります。�
　また、長年使用された場合、経年劣化により部品に不具合がおこることがあります。�
　その状態で使用を続けますと、事故になるおそれがあります。定期的に点検を�
　依頼してください。お買い求めの販売店にご相談ください。�

水ぬれ禁止�
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警告（WARNING）�

禁止�

禁止�

禁止�

禁止�

禁止�

実施�

禁止�

●電源プラグを抜いて本機の運転を停止しない。�
　感電や火災の原因になります。�

●安全器のヒューズの代わりに針金や銅線などを使わない。�
　故障や火災の原因になります。�

●可燃性ガスが発生する場所やたまる場所では使用しない。�
　引火して火災の原因になることがあります。�

●改造はしない。また修理技術者以外の人は、絶対に分解したり、修理・
改造をおこなわない。�
　火災・感電・けがの原因になります。�

●モーター部のすき間や、可動部のすき間、ガードの中にピンや針など
金属物等、または指を入れない。�

　内部にふれたり、異常加熱して火災や感電・けがの原因になります。�

●本機に衣類や洗たく物等を、のせたり、近くに置かない。�
　可動部にからまり、事故が発生するおそれがあります。�

●修理は、お買い求めの販売店にご相談ください。�
　ご自分で修理をされ、修理に不備があると、感電・火災等の原因に
なります。�

●電源コードや電源プラグを破損するようなことはしない。�
　傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、
重い物を載せたりしない。また、ふすまやドアに挟まない。使用中は、
結束バンドや針金などで束ねたりしない。�

　傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。�

分解禁止�

●落雷のおそれのあるときは、運転を停止し、電源プラグを�
　コンセントから抜く。�
　落雷の程度によっては、故障の原因になります。�

電源プラグを抜く�
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しっかりと�

切�

注意（CAUTION）�

禁止�

禁止�

禁止�

禁止�

禁止�

確認�

電源プラグを抜く�

●電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆるい
ときは、使用しない。�
　電源コードや電源プラグが異常に発熱し、溶けたり変形して、感電・ショート・
発火の原因になります。また、コンセントの差し込みがゆるいと感じた
時は工事業者に依頼してコンセントを取り替えてください。�

　コンセントを交換しても異常に発熱している場合は販売店に修理
依頼してください。�

●外出するときや、温室・飼育室などの人のいない場所では�
　使用しない。�
　予測できない事故が発生するおそれがあります。�

●次の場所では使わない。�
　炎の立ち消え、引火などして火災・感電の原因になります。�
　・ガスレンジや石油ストーブに直接風をあてない。�
　・雨や水しぶきのかかる所。�
　・油、ほこり、金属粉の多い所。�

●風を長時間、からだにあてない。�
　健康を害することがあります。�
　特に乳幼児、お年寄り、ご病気の方にはご注意ください。�

●持ち運びするときは、必ず取っ手を持っておこなう。�
　他の所を持って運んだとき、手をすべらせたりして、落下の原因に
なります。�

●障害物（カーテン等）の周囲や不安定な場所では使用しない。�
　転倒し、羽根の破損や故障、けがの原因になります。�

●異常な振動が発生した場合は、使用を中止する。�
　羽根やガードがはずれて部品の落下、けがの原因になります。�

●電源プラグを抜くときは、コードを引っ張らず、必ずプラグを持って
抜く。�

　コードを引っ張って抜くと、コードの内部が断線して発熱・発火の�
　原因になります。�

●使用時以外は、電源プラグをコンセントから抜く。�
　絶縁劣化による感電・漏電火災の原因になります。�

指示�

指示�

●屋外で使用しない。�
　屋内専用です。�
　故障や感電の原因になります。�

禁止�
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注意（CAUTION）�

禁止�

●本機を引きずらない。�
　床に傷が付く原因になります。�

●無理やり首を上下させない。無理やり首を回さない。�
　動かなくなったらそれ以上は回したり、上下させないでください。�
　無理に動かすと、故障や破損のおそれがあります。�
　羽根とガードが接触したり、故障、羽根割れの原因になります。� 禁止�

●ガード締め付けナットとスピンナーは、使用中にゆるまないようにしっかり�
　締め付ける。�
　締め付けが不充分ですと、ガードと羽根が接触して羽根割れの原因になります。�

●保管するときは、お子様や器具の操作方法を知らない人などがふれない所に�
　保管する。�
　けがや事故の原因となることがあります。�

指示�

指示�

●スイッチを無理やり押し込まない。�
　故障や事故の原因になります。�

禁止�

禁止�

●市販品の扇風機カバーをご使用のときは、ホコリなどの異物が�
　つまった状態で使用しない。�
　モーター部が過熱し、故障や事故の原因になります。�
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ガードリング�

後ガード�

首振りつまみ�

前ガード�

羽根�

飾りリング�

スタンドベース�

クリップ�

操作部�

電源プラグ�

モーター部�

ネックピース�

パイプ�

高さ調節ボタン�

スタンドポール�

電源コード�

取っ手�

本体� スタンドベース� スピンナー�スタンド固定ナット� ガード締め付けナット�

羽根�
前ガード� 後ガード�

各部のなまえ�

外観図� 操作部�

梱包内容�
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５�しまる�

４�

スタンドベースツメ�

ツメ引っ掛かりミゾ�

スタンド固定ナット�

ゆるむ�
１�

３� ２�

コードバンド�

電源コード通し穴�

スタンドベース�

スタンドポール�

組み立てかた�

禁止�

スタンドベース部の組み立てかた�

①　スタンドポールからスタンド固定ナットをはずします。�

②　電源コードのコードバンドを取りはずし、スタンドベースの
電源コード通し穴に通します。�

③　スタンドベースを平らな安定した場所に置き、スタンド
ポールを電源コード部の方にかたむけてはめ込みます。�

④　スタンドベースツメ（左右２カ所）を本体のツメ引っ掛かり
ミゾ（左右２カ所）にしっかりはめ込みます。�

⑤　スタンド固定ナットをスタンドポールのネジ込み部に
しっかり締め付けて、スタンドベースを固定します。�

指示�

警告�

●羽根、ガード、スタンドベースをつけずに高さ調節ボタンを押したり、�
　運転しない。�
　けがの原因になります。�
　パイプが飛び出し非常に危険です。�
　モーター軸が回り出し非常に危険です。�

注意�
●ガード締め付けナットとスピンナーは、使用中にゆるまないように�
　しっかり締め付ける。�
　締め付けが不充分ですと、ガードと羽根が接触して羽根割れの原因に
なります。�

お知らせ�
●包装箱は、保管するときに必要ですから、捨てないでください。�
●ガードや羽根を取り付けていない状態では、仰俯（上向き下向き）角度の調節は
できません。�
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フック�
合わせマーク�

６�

前ガード�

後ガード�

ガードリング�

６�

７�

７�

７�

７�

しまる�

ガード締め付けナット�後ガード�

モーターカバー�

２�

３�

モーター�
シャフト�

ガイド穴�

ガイド穴�

突起部�

突起部�

しまる�

スピンナー�

後ガード� 羽根�

モーター部�

４�

５�

モーターシャフト�回り止めピン� 凹部�
（羽根裏側）�

モーターシャフト�

ガード締め付けナット�

スピンナー�

保護チューブ�

ゆるむ�

ゆるむ�
１�

１�

モーター部�

８� クリップ�クリップ�クリップ�

②　後ガードの「ガイド穴」をモーターカバーの「突起部」に
合わせます。�

③　後ガードがはずれないように、おさえながら、ガード締め
付けナットを時計回りに回して締め付けます。�

④　羽根の裏側の「凹部」とモーターシャフトに組み付いて
いる「回り止めピン」を合せて、羽根を差し込みます。�

⑤　羽根の裏側の「凹部」が確実に「回り止めピン」にささって
いるのを確認してから、スピンナーを反時計回りに回して、
ゆるみが無いように締め付けてください。�

⑥　後ガードの「合わせマーク」に前ガードの「フック」を
合わせます。�

⑦　前ガードの全周を押えながら上から下へ順番に後ガード
にはめ込みます。�

⑧　前ガードに付いている「クリップ」を時計回りに回して
後ガードに差し込んでください。�

羽根・ガードの組み立てかた�

①　モーター部から、スピンナー、保護チューブ、ガード締め
付けナットをはずします。�
（スピンナーは時計回りに回すとモーターシャフトから
はずすことができます。）�
（保護チューブは保管する際のモーターシャフトの
錆防止になりますので、捨てないでください。）�



8

ご使用方法�

禁止�

禁止�

確認�

禁止�

警告�

●羽根、ガード、スタンドベースをつけずに、高さ調節ボタンを押したり、
運転しない。�
　けがの原因になります。�
　パイプが飛び出し非常に危険です。�
　モーターが回り出し非常に危険です。�

●モーター部のすき間や、可動部のすき間に、ピンや針など金属物等、�
　または指を入れない。�
　内部にふれたり、異常加熱して火災や感電・けがの原因になります。�

注意�

●電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆるい
ときは、使用しない。�
　電源コードや電源プラグが異常に発熱し、溶けたり変形して、感電・
ショート・発火の原因になります。また、コンセントの差し込みが
ゆるいと感じた時は工事業者に依頼してコンセントを取り替えて
ください。コンセントを交換しても異常に発熱している場合は販売店
に修理依頼してください。�

●障害物（カーテン等）の周囲や不安定な場所では使用しない。�
　転倒し、羽根の破損や故障、けがの原因になります。�

お知らせ�

●電源プラグをコンセントに差し込むと、ブザー音が鳴ります。�
●電源プラグをコンセントに差した後の運転はそよ風運転（風量１）になります。�
●電源プラグを抜かず「切」をおこなった時は、１回前に切った状態をマイコンが
記憶しています。再度「入」にした時は、記憶されている状態（切タイマー運転は
除く）で運転を開始します。ただし、電源プラグを抜いたときには、マイコンが
記憶していた状態が消去されます。�
●初めてご使用になるときは、扇風機内部などから、塗料のにおいが発生することが
ありますが、ご使用にともない、においは出なくなります。�
●電源プラグをコンセントに差し込んだ状態で運転を「切」にしても、マイコンなどの
消費電力が約１Wあるために操作部が少し暖かくなりますが異常ではありません。�

禁止�

●電源プラグを抜いて本機の運転を停止しない。�
　感電や火災の原因になります。�

●スイッチを無理やり押し込まない。�
　故障や事故の原因になります。�

禁止�
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風
量
・
切
タ
イ
マ
ー
表
示�

切� そよ風運転� 弱運転� 中運転� 強運転�

節
電
・
リ
ズ
ム
表
示
ラ
ン
プ�

通常� 節電モード� リズムモード�

運転 入・風量ボタン�

●「運転 入・風量ボタン」を押すと、電源が入り、運転状態になります。�
　押すごとに下図のように風量が切り替わります。�

節電・リズムボタン�

●運転中に「節電・リズムボタン」を押すたびに運転が切り替わり、「節電・リズム表示ランプ」が点灯または
点滅します。�
　（「節電モード」や「リズムモード」にしていないとランプは点灯や点滅しません。）�
●運転モードを切り替えて「節電モード」や「リズムモード」にした場合は、「節電運転」や「リズム運転」
に切り替えた時の風量で「節電運転」や「リズム運転」をします。�
●「節電モード」や「リズムモード」でも、風量調節が可能です。�

運転切ボタン�

●運転中に「運転切ボタン」を押すと表示ランプが消灯し、すべての運転が停止します。�

操作部�

切タイマー表示ランプ�節電・リズム表示ランプ�

運転入・風量ボタン�

節電・リズムボタン� 切タイマーボタン�

運転切ボタン�

風量・切タイマー表示�

� � � � �

点灯� 点滅�
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強�

中�

弱�

そよ風�
切�

そ
よ
風
リ
ズ
ム�

強�

中�

弱�

そよ風�
切�

弱
リ
ズ
ム�

強�

中�

弱�

そよ風�
切�

中
リ
ズ
ム�

強�

９０秒�

中�

弱�

そよ風�
切�

強
リ
ズ
ム�

強�

中�

弱�

そよ風�
切�

弱
風
節
電�

強�

中�

弱�

そよ風�
切�

中
風
節
電�

強�

中�

弱�

そよ風�
切�

強
風
節
電�

強�

中�

弱�

そよ風�
切�

そ
よ
風
節
電�

９秒� ９秒� ９秒�

●「節電・リズム表示ランプ」を点滅させると、風量が下図のようにリズミカルに変化する「リズムモード」に
なります。�
●風量の設定にて、下図のように９０秒の間で風量パターンが変化します。（網掛け部は動作する風量を表し
ます。）�

リズムモード�

●「節電・リズム表示ランプ」を点灯させると「節電モード」になります。�
●風量の設定にて、下図のように風量パターンが変化します。（網掛け部は動作する風量を表します。）�

節電モード�
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��

切タイマーボタン�

お知らせ�

●切タイマー設定中に電源プラグを抜いた場合や停電した場合は、設定が解除
されますので、初めから操作をやり直してください。�
●「切タイマー」は運転停止中では設定できませんので、運転中に「切タイマー」
予約をしてください。�
●「切タイマーボタン」を１度押すと「－」表示しますが、この時は「切タイマー」は
設定されません。お好みの時間まで「切タイマーボタン」を押して予約して
ください。�

2．「切タイマーボタン」を押してお望みの時間を設定してください。�
・ボタンを押すたびに切タイマー設定時間が切り替わり、「風量・切タイマー表示」と「切タイマー表示
ランプ」が点灯します。�
「運転入・風量ボタン」や「節電・リズムボタン」でお好みの風量や運転モードに設定することができます。�

●設定した時間が経過すると自動的に運転を停止します。�

1．「運転入・風量ボタン」を押して運転を開始します。�

切タイマー�

切タイマーを設定する場合�

点灯�点灯�

点灯�

点灯�
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首振りつまみ�

停
止�

首
振
り�

首振りつまみ�

●押し込むと首振りをします。�
●引上げると停止します。�

・「切タイマーボタン」を最後に押されてから１０秒経過すると、「風量・切タイマー表示」は現在の風量
の表示に切り替わり、切タイマーの設定が完了します。�
・「切タイマー」運転中、切タイマーの残り時間が知りたい場合は、「切タイマーボタン」を一回押すと
「風量・切タイマー表示」に切タイマー残り時間を１０秒間お知らせします。�
・切タイマー残り時間を表示している間に「切タイマーボタン」が再度押された場合には、残り時間に
一番近い、設定可能な切タイマー時間にセットし直すことができます。�
・設定時間が終わると、「切タイマー表示ランプ」が消灯し、自動的に運転を停止します。�

●「風量・切タイマー表示」が「－」表示するまで「切タイマーボタン」を押して切タイマーを取り消してください。�

切タイマーを取り消す場合�
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高さ調節ボタン�

パイプ�

風向きの変えかた�

高さ調節のしかた�

●高さ調節をする場合は、高さ調節ボタンを押しながらおこなってください。�

●運転を停止し、モーター部を持って左・右に変えます。�

■風向きを左右に変える場合�

●運転を停止し、モーター部とガード部を持って上・下に変えます。�

■風向きを上下に変える場合�

禁止�

禁止�

禁止�

警告�
●モーター部や可動部のすき間に、ピンや針などの金属類、または指を
入れない。�
　内部にふれたり、異常過熱して火災や感電、けがの原因になります。�

注意�

●障害物（カーテン等）の周囲や不安定な場所では使用しない。�
　転倒し、羽根の破損や故障、けがの原因になります。�

●無理やり首を上下させない。無理やり首を回さない。�
　動かなくなったらそれ以上は回したり、上下させないでください。�
　無理に動かすと、故障や破損のおそれがあります。�

お知らせ� ●風向きを上下に変えるとき、もしくは、左右に変えるときに「カチッ」と音がします。�
　これは角度調節した状態を確実に保持する為の動作音であり異常ではありません。�

禁止�

警告�
●羽根、ガード、スタンドベースをつけずに高さ調節ボタンを押したり、
運転しない。�
　けがの原因になります。�
　パイプが飛び出し非常に危険です。�
　モーター軸が回り出し、非常に危険です。�

お知らせ� ●下方向に高さを調整したときに「カチッ」と音がします。�
　これは調整した高さを確実に保持する為の音であり異常ではありません。�
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後ガード�
前ガード�

スタンド�
ポール�

クリップ�

お手入れのしかた�

実施�

本体の掃除�

本体の汚れをぬるま湯か中性洗剤を浸した柔らかい布をかたくしぼってふき取り、その後、乾いたやわらかい
布でからぶきします。（乾いた布で強くこすると傷がつきます。）�

ガード・羽根の掃除�

1．前ガードのクリップをはずします。�

2．後ガードをしっかりと持ち、前ガードを手前に引っ張り上げるようにして、
前ガードをはずします。�

3．スピンナーを時計回りに回してはずします。�

4．羽根を取りはずし、ガード締め付けナットを反時計回りに回すと、
後ガードがはずれます。�

5．ぬるま湯か中性洗剤を浸した柔らかい布でふき取り、その後、柔らかい
乾いた布でからぶきします。（特に羽根は傷がつきやすいので、乾いた布で
強くこすらないでください。）�

6．　掃除が終わったら　組み立てかた　の　羽根・ガードの組み立てかた　の
手順に従ってガードと羽根を組み立てます。�

電源プラグ、コンセントの掃除�

１箇月に１～２回、電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや汚れを取り除いてください。�

分解禁止�
警告�

●改造はしない。また修理技術者以外の人は、絶対に�
　分解したり、修理・改造をおこなわない。�
　火災・感電・けがの原因になります。�

●修理は、お買い求めの販売店にご相談ください。�
　ご自分で修理をされ、修理に不備があると、感電・火災等の原因に�
　なります。�

お願い�
お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから抜き、けがをしないように手袋を
はめておこなってください。また、扇風機は、水あらいやシンナー、ベンジンなどで
掃除しないでください。�
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簡単な故障・異常の見分けかた�

長年ご使用の扇風機の点検�

原　因� 処　置�症　状�

運転操作をしても�
羽根が回らない� ●電源プラグがコンセントから抜けていませんか？�

●羽根とガードが当たっていませんか？�

●羽根とガードが当たっていませんか？�

●停電していませんか？�

異音がする�

本体がぐらつく�

モーター部が暖かい�

においがする�
●初めてご使用になるときは、扇風機内部などから、�
　塗料などのにおいが発生する事がありますが、�
　ご使用にともないにおいが出なくなります。�

●運転中は、少し熱を帯びますが異常ではありません。�

●羽根はしっかりと固定されていますか？�

●停電復帰後に電源プラグを
コンセントに差し込む�

●電源プラグをコンセントに
差し込む�

●正しく組み付ける�

●正しく組み付ける�

●ガードはしっかりと固定されていますか？� ●正しく組み付ける�

●正しく組み付ける�

●スタンド固定ナットはしっかりと固定されていますか？�

上記処置をおこなっても直らないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。�

●正しく組み付ける�

●傾いた場所に置いて運転していませんか？� ●安定した水平な場所で�
　使用する�

愛情点検�

●モーターがうなるような異常な音はしていませんか？�
●焦げ臭いにおいはしていませんか？�
●モーターが異常に熱くなったりしていませんか？�
●スイッチを入れたら、ちゃんと羽根は回りますか？�
●羽根の回転が遅くなったりしていませんか？�
●羽根はちゃんと回ってますか？異常な振動音を出しながら回ってませんか？�
●電源コードをふれたり折り曲げたりしたら、動いたり動かなかったりすることはありませんか？�
●スイッチを入れても、動かない時はありませんか？�

以上のような症状の時は、使用を中止し、故障や事故の防止のため必ずお買い求めの販売店に
点検をご相談ください。�
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はずす�

スタンドベースツメ�

開く� 開く�

電源プラグを抜く�

保管のしかた�

①　 お手入れのしかた  にしたがって、手入れをしてください。�

②　お買い求めのときの包装箱に入れるか、ポリ袋をかぶせて、湿気の少ない所に
保管してください。�
●包装箱に保管するときは、 組み立てかた との逆の順序でガード、羽根、スタンド
ベースを本体からはずしてください。�

③　取扱説明書は大切に保管してください。�

指示�

注意�

●使用時以外は、電源プラグをコンセントから�
　抜く。�
　絶縁劣化による感電・漏電火災の原因に�
　なります。�

●保管するときは、お子様や器具の操作方法を知らない人などが�
　ふれない所に保管する。�
　けがや事故の原因となることがあります。�

仕様�
電 圧 �
周 波 数 �
消費電力�
回 転 数 �
風 速 �
風 量 �
首振り角度�
コ ー ド �
寸 法 �
質 量 �
安全装置�

�
50�
40�
1150�
170�
35

�
60�
45�
1200�
180�
38

100�
�
�
�
�
�
90�
1.8�

幅368 × 奥行355 × 高さ700～865�
3.4�

モーター部温度ヒューズ、電流ヒューズ�

（V）�
（Hz）�
（W）�
（rpm）�
（m/min）�
（m3/min）�
（度）�
（m）�
（mm）�
（kg）�

スタンドベースのはずしかた�

①　本体を裏側にします。�
スタンドベース底のスタンド固定ナットをまわして
はずします。�

②　スタンドベースツメを親指で外側に開きながら、
スタンドベースをはずします。�
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長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について�

【製造年】本体に西暦の下2桁で表示してあります。�
【設計上の標準使用期間】8年�
設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化による発火・けが等の事故に至る
おそれがあります。�

�
�
環境条件�
�
�
負荷条件�

電圧�
周波数�
温度�
湿度�
設置条件�

単相100V�
50/60Hz�
30℃�
65%�
標準設置（取扱説明書による）�
定格負荷（風速）（取扱説明書による）�

�
�
想定時間等�

1日あたりの使用時間�
1日使用回数�
1年間の使用日数�
スイッチ操作回数�
首振り運転の割合�

8（h/日）�
5（回/日）�
110（日/年）�
550（回/年）�
100（%）�

【本体への表示内容】�
経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために、電気用品安全法で�
義務付けられた以下の内容の表示を本体におこなっています。�

（設計上の標準使用期間とは）�
※運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、製造した年から安全上支障なく
使用することができる標準的な期間です。�
※設計上の標準使用期間は、保証書に記載の無償保証期間とは異なります。また、偶発的な故障を保証する
ものでもありません。�

●標準的な使用条件　JIS C 9921-1 及び（社）日本電機工業会自主基準 HD-116-3 によります。�

保証とアフターサービス�

●この製品には保証書がついています。�
保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、所定事項の記入および記載内容を�
ご確認のうえ、大切に保管してください。�
●保証期間はお買い求めの日から１年間です。�
保証書の記載内容によりお買い求めの販売店が修理いたします。�
なお、保証期間中でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。�
●保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。�
修理によって機能が維持できる場合は、お客様の要望により修理いたします。費用など詳しいことは�
お買い求めの販売店にご相談ください。�
当社は、販売店からの注文により、補修用性能部品を販売店に供給します。�
●扇風機の補修用性能部品の保有期間は、製造打切り後８年です。�
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。�

保証について�

●「経年劣化」とは長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。�
●温度 30℃、湿度 65％は、JIS Z 8703 の試験状態を参考としています。�
●設置状況や環境、使用頻度が上記の条件と異なる場合、または、業務用など本来の使用目的以外で�
　ご使用された場合は、8年より短い期間で経年劣化による火災・けが等の事故に至るおそれがあります。�
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●アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お買い求めの販売店または下記の�
　　お客様相談窓口　にご相談ください。�
●ご贈答、ご転居により、お買い求めの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合は、前もって�
　販売店にご相談ください。ご転居先での当社製品取扱店を紹介させていただきます。�

アフターサービスについて�

使用中に異常が生じたときは、直ちに電源プラグを抜き、お買い
求めの販売店に修理を依頼してください。�
アフターサービスをお申しつけいただくときは、右のことをお知らせ
ください。�

型　　式…FS-UD300C�
故障状態…できるだけ詳しく�
ご芳名・ご住所・お電話番号�

お客様相談窓口�

警告�

●改造はしない。また修理技術者以外の人は、�
　絶対に分解したり、修理・改造をおこなわない。�
　火災・感電・けがの原因になります。�

●修理は、お買い求めの販売店にご相談ください。�
　ご自分で修理をされ、修理に不備があると、感電・火災等の原因に�
　なります。�

実施�

分解禁止�

製品についてのお問い合わせ、故障修理のお問い合わせはお買い求めの販売店にご連絡ください。�
販売店にお問い合わせできない場合は、下記のお客様相談窓口までご連絡ください。�
■お客様相談窓口 受付時間：平日（月曜～金曜）：午前９時～午後５時（土・日・祝日は除く）�
下記事項にご同意の上、お問い合わせください。�
◆お客様からいただく個人情報は、ご相談への回答のために使用し、当社規定により厳格に管理します。�
◆利用目的の範囲内で、お客様の個人情報を弊社委託業者、代理店に、お客様の住所、お名前、電話番号などを
提供致します。�

フリーコール　0120-104-154
本 社 �
�
札 幌 支 店 �
�
仙 台 支 店 �
�
青森営業所�
�
東 京 支 店 �
�
前橋営業所�
�
名古屋支店�
�
大 阪 支 店 �
�
広 島 支 店 �
�
福 岡 支 店 �
�
鹿児島営業所�

〒４６７-０８５５ 名古屋市瑞穂区桃園町５番１７号�
TEL.０５２-８２２-１１４４ FAX.０５２-８２２-２７４２�
〒０６３-０８６７ 札幌市西区八軒７条東５丁目３番８号�
TEL.０１１-７１７-５００６ FAX.０１１-７１７-５０２６�
〒９８３-００３４ 宮城県仙台市宮城野区扇町７丁目２-４０�
TEL.０２２-３５２-８１３５ FAX.０２２-３５２-８４８１�
〒０３０-０８６１ 青森市長島２丁目１４番１０号�
TEL.０１７-７７７-７５９１ FAX.０１７-７７３-２８０５�
〒１１１-００５１ 東京都台東区蔵前２丁目５番３号（筑摩書房ビル８Ｆ）�
TEL.０３-５９４２-６１７１ FAX.０３-５９４２-６１７２�
〒３７１-０８４７ 前橋市大友町２丁目８-１�
TEL.０２７-２５１-８８２６ FAX.０２７-２５２-８２２４�
〒４６７-０８５５ 名古屋市瑞穂区桃園町５番１３号�
TEL.０５２-８２２-１４６１ FAX.０５２-８２２-１４６０�
〒５５６-００２１ 大阪市浪速区幸町３丁目６番１５号�
TEL.０６-６５６２-０３５１ FAX.０６-６５６２-０３６１�
〒７３３-０８３３ 広島市西区商工センター６丁目４番２０号�
TEL.０８２-２７７-２３５１ FAX.０８２-２７７-５９９０�
〒８１３-００６２ 福岡市東区松島３丁目１３-１０�
TEL.０９２-６１１-１９７４ FAX.０９２-６１１-７２８９�
〒８９９-５４３３ 鹿児島県姶良市西宮島町１-１１�
TEL.０９９５-６６-３１３１ FAX.０９９５-６６-３１８１�



C－◯B

トヨトミ リビング扇風機 保証書�

型　　　　式� FS-UD300C

お買い求め店名�

お買い求め年月日� 　年　　　月　　　日�

（電話番号）（　　　　　）　　　　－　　　　�

お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。�

本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。�

お買い求めの日から下記期間内に故障が発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買い求めの販売店に修理をご依頼ください。�

（※印欄に記入がない、あるいは購入・支払いを証明するものがない場合は�
　無効となりますから必ずご確認ください。）�

型　式　FS-UD300C ※販売店名・住所・電話番号�保証期間　お買い求め日より1年間�

※お買い求め日� 年　　　　　月　　　　　日�

※お客様� 様�ご芳名�
〒�

ご住所�

〔電　話　　　　　　（　　　　　　）　　　　　　〕�

〒４６７-０８５５�
名古屋市瑞穂区桃園町５番１７号�

1０５２-８２２-１１４４�

１．�

�

�

�

２．�

�

�

３．�

�

４．�

（イ）�

�

（ロ）�

�

（ハ）�

�

（ニ）�

�

（ホ）�

（ヘ）�

�

�

�

�

（ト）�

５．�

６．�

お買い求め日から上記保証期間中に、取扱説明書、本体

貼付ラベル等の注意書に従った正常な使用状態で故障した

場合には、本書記載内容により、お買い求めの販売店または

当社が無料修理致します。�

無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入日・

支払いを証明するものをご提示のうえ、お買い求めの販売店

または当社にご依頼ください。�

ご転居やご贈答品等でお買い求めの販売店に修理を依頼

できない場合は、当社までお問い合わせください。�

保証期間内でも、次の場合は有料になります。�

取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従わない

使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障及び損傷。�

お買い求め後の本機の転倒、落下、衝撃等による故障及び

損傷。�

火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害による

故障及び損傷。�

一般家庭用以外（例えば、業務用の長時間使用、車両・

船舶への搭載など）に使用された場合の故障及び損傷。�

本書のご提示がない場合。�

本書にお買い求め年月日・お客様名・販売店名の記入の

ない場合、または字句を書き替えられた場合。通信販売等で

購入され、それを証明する商品の送り状・支払明細書の

提示がない場合。ネット販売等を利用した個人売買品や

譲渡品、中古品（再生品）の修理。�

部品の消耗による部品交換及びメンテナンスの費用。�

本書は日本国内においてのみ有効です。�

本書は再発行致しませんので、紛失しないように大切に

保管してください。�

●この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて

無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、

保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれ以外の

事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するものでは

ありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明

の場合は、お買い求めの販売店または、最寄りの当社支店・

営業所にお問い合わせください。�

●保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について

詳しくは、取扱説明書の「保証とアフターサービス」の項を

ご覧ください。�

●お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。

保証期間内のサービス活動、及びその後の安全点検活動の

ために利用させていただく場合がありますので、ご了承

ください。�

【 無 料 修 理 規 定 】 �

修理メモ�


